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理認定看護師（certified nurse infection control：CNIC）などの担当者（以後、健診担当者）に調査を依





 12 施設中同意が得られた 10 施設（300 床以上 5 施設、300 床未満 5 施設）に対して自記式質問紙
調査を実施し、そのうち 7 施設の健診担当者に面接調査を行った。3 施設は、同意が得られず自記式
質問紙のみの調査となった。 
内容分析の結果の表記は、【 】カテゴリー、＜ ＞サブカテゴリ―、《 》コードとした。 
1） 研究施設の概要および医療施設内の結核発生による接触者健診の現状（一宮市・稲沢市） 
職員の雇い入れ時の結核健診は、10 施設中 8 施設で行われていた。その内訳は、IFN-γ 遊離試験
（interferon-gamma release assays：IGRA）は 6 施設（QFT2 施設、T-Spot 4 施設）、ツ反検査は 2 施設で
あった。雇い入れ時の結核健診のデータは、雇い入れ年次ごとに職員個人別の結果用紙を一覧にし
て管理しているのが 8 施設中 5 施設であった。過去 5 年間に 8 施設が施設内で結核患者の発生を経
験していた。発生件数は 0～38 件であった。各施設における過去 5 年間の最大の接触者健診対象者































全国の医療施設の結核健診に精通している CNIC10 名に面接調査を実施した。調査期間は平成 28 年
10月 25日～平成 29年 11月 24日までである。対象医療施設の結核健診に関する施設情報、医療施設
内の結核発生による接触者健診の現状（過去 5 年間 2012 年～2016 年）について、記述統計を行っ
た。   
面接内容をもとに、結核接触者健診の流れに沿って、結核健診受検職員の継続支援のためのデー
タ管理上の課題を記述した。この結果をもとに、共同研究者である呼吸器内科医、工学博士と検討を重
ね、Microsoft Access2016 （Office Professional Plus 2016 Japanese Open Business） を用いた。名古屋市立
大学看護学部研究倫理委員会の承認（16018）を得た。 
3. 結果 
面接調査の結果、過去 5年間の結核発生数は 5～43件、接触者健診は 2～28件で実施されていた。接



























































施設内医療従事者の B 型肝炎ウイルスなどの抗体検査結果、IGRA の結果などが管理できる感染制
御システムが開発され活用されている。これらは、医療施設内で発生した感染症のアウトブレイク
の察知や、感染症の伝播の恐れがある入院患者などを迅速に整理し、医療施設の感染管理の質の向
上に活用できる。しかし、職員の接触者健診歴を管理できるものはなかった。 
本ソフトウエアの開発により、結核のデインジャーグループである医療従事者個々の接触者健診
受検状況の履歴が管理できる。それにより接触者健診での経過観察期間中の管理や、その後の継続
した健康支援に活用することが可能となる。今後、本ソフトウエアを使用し接触者健診受検職員の
データを蓄積することで、医療施設内で繰り返し実施されている接触者健診についての評価、検討
ができる。医療施設での活用をして改良を重ねることで、将来的には、結核健診の評価の一助にな
ると考える。今後の課題として、動作試験を経てこのソフトウエアの精度を向上させ、医療施設で
の試用を進めながら、ソフトウエアに搭載された項目の見直しや修正を行い、関連学会などと相談
しながら標準化を目指す予定である。本研究は、医療施設内での結核健診受検職員を対象に、継続
支援のためのケアシステムの開発を行った。今後、結核が高齢者に集中している現状から、開発し
たソフトウエアの使用対象を医療施設だけでなく介護施設や在宅医療の現場に従事する職員などに
拡大して活用できることが期待できる。 
審査では、研究背景と本研究の意義、第一研究の結果の解釈、第二研究の結果の解釈、接触者健診
に関する件数、人数などの統計情報、定期健康診断の活用、対象者の選択基準等に関する質疑応答
を行った。 
以上より、本論文は本学学位規程に定める博士（看護学）の学位を授与することに値するもので
あり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力と豊かな学識
を有すると認め、論文審査および最終試験に合格と判定した。 
